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論文内容の要旨
琵琶湖北湖LfJ央部で・掘削された高島沖コアを聞いて数宵年間隔での琉藻分析を行い、過去14万年間の珪
藻群集組成および年間開部殻堆積量の変化を明らかにした。湖底堆積物中の珪藻殻数(ここでは年間珪藻
殻堆積量)の変化を引き起こす要因について詳しく検討した粘巣、珪藻殻数変化は、琵琶湖周辺域の降水
量変化を間接的に示している可能性が高いことが結論付けられた。
このような降水量変化の指標としての珪藻殻堆積量変化から、琵琶湖周辺における過去14万年間の高解
像度の降水量変化を推定した。降水量変化山線の変化ノfターンは、中国品 1-高原における乾混変動すなわ
ち夏季東アジアモンスーン変動とほぼ煩似した変化を示している。このことは、年間珪藻殻堆積置が夏季
東アジアモンスーンの強さを反映している可能性があること、日本の降水量と中国持士高原における乾湿
変動は互いに密接に関連し、円本を含めた東アジアの梅雨前線の活動が夏季東アジアモンスーンとともに
変動していた可能性があることを示唆し、これまで実態が明らかでなかった日本の梅雨と夏季東アジアモ
ンスーンとの密接な関係が示唆された。
珪藻殻堆積量生イヒは、地球規模で認められる北大西洋の千年オーダーの短周期の気温生動とよく類似し
た変動を示すことが明らかとなった。これは過去14h年間においてH本の降水量と北大西洋の気混との間
で気候上のテレコネクションがあった可能性を示唆している。このような北大西洋と日本の問のテレコネ
クションがどのようなプロセスで成立していたかについて議論した。千年オーダーの北大西洋高緯度域の
気温変動→偏西風、風成塵、空気塊を介したチベット高原の気温・気圧変化→夏季東アジアモンスーンの
変化といった一連のプロセスによって、日本の降水量を左右する夏季東アジアモンスーン循環がそのテレ
コネクションを担っていた可能性が考えられる。
論文審査の結果の要旨
第円紀の古気候変遷に関する研究は、深海底堆積物や氷床コアを対象として、主に酸素同位体比分析に
よって活発に進められていて、氷期・問氷期の気候変化や数千年オーダーの急激な気候変動の歴史が詳細
に復元されつつある。しかし、湖沼なと、の陸水成堆積物については、花粉分析などによって行われている
が、高時間分解能での肯気候変遷史解明には結び、ついていない。筆者は、このような研究の現状を踏まえ、
更新世~完新世の堆積物が厚く・連続的に堆積し、保存状態の良好な珪藻化合ーを産出する琵琶湖湖底下の
増積物を対象に、持藻分析によって数千年オーダーの気候変遷史の解明を試みた3
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研究では、琵琶湖北湖中央部で掘削された高島沖コアを用いて、数百年間隔で年間珪誠殻数堆積量変化
を明らかにし、その殻数変化が琵琶湖周辺域の降水量変化を間接的に示していることを指摘した。そして、
琵琶湖堆積物で得られた過去14万年間の高解像度降水量変化と中国黄土高原における乾湿変動を比較し、
両者の類似性から、日本を含めた東アジアの栴雨前線の活動が夏季東アジアモンスーン変動と密接に関連
する可能性を述べた。さらに、琵琶湖の珪議殻数堆積量変化は、北大西洋晶ー緯度域の千年オーダーの気温
変動と類似したパターンを示すことから、日本の降水量と北大丙洋の気温との聞で気候上のテレコネクショ
ンがあった可能性を示し、このようなテレコネクションがどのようなプロセスで成立したのかについて詳
細に議論した。
以上のように本研究は、琵琶湖堆積物の珪藻分析によって過去14万年間の高解像度降水量変化を解明し、
この降水量変化が夏季東アジアモンスーン変動や北大西洋の気温変動と密接に関連することをはじめて具
体的に指摘した。これらの成果は、第四紀の占気候研究の発展に大きく寄与するものであり、博土(理学)
の学位を授与するに値するものと認める。
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